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Arrangement of vesicles to lipid bilayer suspended over microwells 
using biotin-avidin binding 
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Si 基板上のマイクロウエルを架橋する脂質二分子膜は，膜タンパク質の機能計測可能なナノバ

イオデバイスの基本構造として期待されている 1)．膜タンパク質を架橋脂質膜に配置する方法と

して，プロテオリポソームのベシクル融合が挙げられる．しかしながら，架橋脂質膜へのベシク

ル融合は，膜のエッジの部分への融合が支配的であり，架橋脂質膜への直接的な融合は主ではな

いことをこれまでに示してきた 2)．そこで本研究では，biotin-avidin 相互作用を用いて架橋脂質膜

へ直接的にベシクルを供給する方法を提案する（Fig.1）． 

DPPC（1,2-dipalmitoyl-sn-glycero-3-phosphocholine），DOPC（1,2-dioleoyl-sn-glycero-3-phospho- 

choline），コレステロール混合脂質を用いて，秩序液体相(Lo 相)／液晶相(Lα相)分離巨大ベシクル

（GUV）を作成し，マイクロウエル基板上で展開した．ヘッド部に biotin を修飾した脂質（1 mol%）

と，蛍光観察のための NBD 修飾脂質を混合している． 

Fig.2aに示すように架橋膜からはNBDの蛍光

が観察され， Lα相で安定になっていることが分

かる 3)． biotin を修飾した脂質も Lα相に局在す

るため，架橋膜に多く存在することになる．そ

こに avidin を結合させた後，biotin 脂質を混合し

たベシクル（直径 100 nm，Rhodamine ラベル）

を供給すると，架橋膜にベシクルは選択的に結

合した（Fig.2b）． 

Lα相脂質が架橋膜に凝集することを利用し

て，架橋膜にベシクルを配置す

ることに成功した．架橋膜に膜

タンパク質等を配置制御する

技術への応用も期待できる． 
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Fig. 2: (a) Fluorescent image of Lo/Lα phase separation in the 
lipid bilayer on a microwell substrate. (b) Selective 
attachment of vesicles to freestanding part. 

Fig. 1: Schematic illustration of selective 
attachment of vesicles to lipid bilayers 
suspended over microwells.  
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